











































例を挙げよう。『大智度論』巻12（大正蔵25、146c；Julien, Contes et Apologues Indiens,  
No. 77）がそれである。
　迦
カ ピ ン ジ ャ ラ
頻闍羅鳥（キジに似たシャコの一種）に２人の親友がいる。大象と猿である。一緒
に必









































































































































































































































































































































































































































































k,  No. 4, 

































































































































































































































の起源』pp. 500-501、クラウストン（The Book of Sindibad, pp. 271-278; Popular Tales …, 
pp. 124-130）を参照。ATU 653, 653B.
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